
　 本 研 究 会 で は 、 「 地 域 低 利 用 資 源 」 を 学 術 的 な 視 点 か ら 再 評 価 し 、 地 元 企 業 と 共 有 し て 新 た な 活 用

方 法 を 検 討 し 、 低 利 用 魚 の 食 品 以 外 の 利 用 に 可 能 性 を 見 い だ し 、 試 作 を 通 じ て 商 品 化 の 方 向 性 を 模 索

す る こ と を 目 指 し て い ま す 。 水 産 資 源 に は 地 元 で の み 利 用 さ れ る 食 材 な ど が 存 在 し 、 主 要 魚 種 の 減 少 と

価 格 上 昇 に よ る 問 題 も 生 じ て い ま す 。 こ れ ら の 資 源 の う ち 、 漁 獲 さ れ な が ら も 廃 棄 さ れ る 低 利 用 魚 の 存

在 も 顕 著 で あ り 、 S D G s の 観 点 か ら も 問 題 視 さ れ て い ま す 。

　 今 回 は 底 引 き 網 漁 に お け る 低 利 用 水 産 資 源 に つ い て 、 関 係 者 と の オ ー プ ン な 検 討 の 場 を 設 け 、 大 学

に お い て は 漁 業 者 や 関 係 者 の 協 力 を 得 て 基 礎 的 な 知 見 を 蓄 積 し て き ま し た 。 こ の 蓄 積 さ れ た 知 見 や 商

品 化 に 関 す る ノ ウ ハ ウ を 持 つ 企 業 と 共 有 し 、 研 究 会 を 開 催 す る こ と で 、 地 域 の 研 究 拠 点 と し て の 役 割 を

果 た し 、 異 分 野 と の 共 同 研 究 を 推 進 し て い ま す 。 皆 様 の ご 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。

第 1 回  地 域 低 利 用 資 源 ( 低 利 用 魚 ) 研 究 会

【 日 　 　 時 】 令 和 5 年 8 月 1 8 日 （ 金 ） 　 1 3 時 ～ 1 5 時
【 場 　 　 所 】 石 巻 専 修 大 学 　 4 号 館 1 階 　 4 1 0 1 教 室
【 対 　 　 象 】 本 研 究 会 に 興 味 の あ る 方 、 自 治 体 職 員 、 教 職 員 ・ 学 生 、 研 究 者 等
　 　 　 　 　 　 一 般 の 方 で も 参 加 で き ま す 。
【 申 込 方 法 】 題 名 を 「 地 域 低 利 用 資 源 研 究 会 参 加 申 込 み 」 と し て 、 下 記 の 事 項 を
 　 　 　 　 　   記 入 し 、 8 月 1 0 日 （ 木 ） ま で 、 E - m a i l に て お 申 し 込 み く だ さ い 。
 　 　 　 　 　   ➀ 氏 名 　 ② 所 属 ・ 役 職 　 ③ 電 話 番 号 　 ④ メ ー ル ア ド レ ス
 　 　 　 　 　   E - m a i l ⇒ k a i h o @ i s e n s h u - u . a c . j p

【 内 　 　 容 】 三 陸 沖 の 底 引 き 網 で 漁 獲 さ れ る 低 利 用 魚 の 有 効 利 用
                                                      ( 講 師 ： 理 工 学 部 　 准 教 授 　 鈴 木 　 英 勝 )
 　 　 　 　 　   低 利 用 魚 に 向 け た 取 り 組 み 　
 　 　 　 　 　   意 見 交 換

地 域 低 利 用 魚 の 現 在 と 未 来地 域 低 利 用 魚 の 現 在 と 未 来

主 　 　 催 ： 石 巻 専 修 大 学
開 催 協 力 ： 一 般 社 団 法 人 食 の み や ぎ 応 援 団
　 　 　 　 　 株 式 会 社 か ね 久

＊ お 問 合 せ ＊
石 巻 専 修 大 学 事 務 課 ( 学 務 担 当 ) 研 究 支 援 係
電 　 話 ・ ・ ・ 0 2 2 5 - 2 2 - 7 7 1 6

※ 地 域 低 利 用 資 源 ( 低 利 用 魚 ) 研 究 会 は 、 Ｋ Ｃ み や ぎ 産 学 共 同 研 究 会 に よ り 実 施 し ま す 。


